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第1世代
HTMLハンドコーディング

＋FTP世代

1990年代前半、一夜のうちに全世界何

万人もの人々にダウンロードされたウェブ

ブラウザー「Mosaic」が登場したとき、ウ

ェブクリエイター（当時そんな言葉はなく、

誰もが気軽にウェブを作る機会に恵まれ

ていた）たちは、Simple Textやメモ帳、

VZやWZ、Vi、emacsといった「テキスト

エディター」を使ってHTMLのソースを書

き、FetchなどのFTPプログラムでウェブ

サーバーにアップロードしていた。覚える

べきタグは数十個、A4用紙1枚にまとめ

たタグ表でも十分に良質のHTMLソース

は書けたし、少なくとも1冊の参考書があ

れば十分だった。そもそも数百ページの

ウェブサイトなどは存在せず、FTPソフトを

使って手作業でアップロードすることに面

倒くささは感じなかったのだ。

時は経ち、HTMLのタグは数え切れな

いほど増え、いくつものバージョンが登場

し、さらにはCSSやJavaScriptなどのペ

ージ作成に欠かせない技術が標準的に使

われるようになり、PHPやASP、JSPとい

った動的なウェブページの開発方法も普

及してきた。そして、ついにはHTMLから

XMLベースのXHTMLへとウェブサイト開

発へのパラダイムシフトが起こっている最

中である。

このようにウェブサイトに関するさまざ

まな技術が続 と々登場しても、テキストエ

ディターを使ったソースレベルの開発＆チ

ェックは欠かせないものであり、絶えるも

のではない。しかしながら、HTMLソース

は複雑を極め、JavaScriptなどのプログ

ラムソースが混在したり、1つのページを

複数のファイルから構成するといった状

況からすると、これらを1つ1つハンドコー

ディングしてFTPソフトでアップロードす

るという作業は、現実とはかけ離れたもの

サイト作成／運用の今昔

「コンテンツマネージメントシステム＝

CMS」は、ウェブコンテンツの制作／運

用フローを大きく変えるものとして注目

されている。CMSは、ウェブサイト運用

にどんな革命をもたらすのだろうか。こ

れまでの歴史を振り返りながら理解して

みよう。

コンテンツ マネージメント システム

になってきている。また、何十種類もある

ウェブブラウザーは、それぞれHTMLなど

のソースコードの解釈が異なり、ソースは

それに合わせて記述を変更する必要があ

るなど、状況はより悪化する傾向にある。

第2世代
ホームページ作成ソフト世代

複雑化を極めるウェブコード編集の救

世主となったのが、Dreamweaverやホー

ムページ・ビルダーといった「ホームペー

ジ作成ソフト」である。

直感的にレイアウト＆デザインをするこ

とができるWYSIWYG編集機能を備え、

JavaScriptやCSSの組み込みも支援する

ツールを搭載する。複雑な技術を使った

ページのコーディングには専用のウィザー

ドプログラムが支援してくれるなど至れり

尽くせりなのが特徴だ。また、ファイルの

アップロードも、専用のFTPツールなど

が用意されていて、ウェブサイト制作に関

するすべてのフローをソフト1本でこなせ

るといっても過言ではない。

しかし、今やウェブサイト開発は、企業

ウェブサイト
イントラネット
ホームページ

コンテンツ管理／運用システムCMSを知る第1回
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デザイン 
デザイナーはテンプレートを使い、
コンテンツの見せ方に絞って
純粋に「デザイン」する 

第3世代 第1世代 

第2世代 

制作者がデザイン、
HTMLコーディング、ス
クリプトなどすべて1人
で作業する職人技。 

毎回FTPソフトを使って 
サーバーにアップロード 

<HTML> 
<HEAD><TITLE>部署イントラ 
<BODY><TABLE>…… 
<A HREF=“…… 

ウェブサーバー 

プログラミングやデザイ
ンなど分業体制が始ま
ったが、作業分担がま
だはっきりしていない。 
また、スクリプト類の処
理に関しては第1世代
と大差ない。 

ブラウザーを起動して確認 

画像ファイルは別に用意 

専用ツールを起動して、データをローカルで
WYSIWYGに修正してページ全体を制作/修正 

ツールの機能でアップロード 

HTMLを手書きでページ作成 

スクリプト 
スクリプトは、モジュール形式でCMSツ
ールから管理できる 
データベースアクセスの機能もCMSツ
ールが持っている 

サーバーに 
CMSツールを 
インストール 

CMSツールを使うと完全な分業体制となり、また共同作業が
可能となる。さらに即時性のあるコンテンツをすばやく作れるよ
うになる。作業者が自分の領域に集中できるため、コンテンツ
の質も向上する。また、全体を統括するディレクター的な立場
の人間がサイト全体をプロデュースすることもしやすくなった。 

CMSツールが「デ
ザイン」と「コンテン
ツ」から、ページを完
成させて出力する 

内容 
ライター/エディタは内容に絞って作業できる 
複数の人間が共同で作業できる 
画像などもブラウザーからアップロードできる 

デザインも内容も、制作/更新の作業はす
べてブラウザーを使ってその場でできる 
もちろんそのまま結果のページを同じブラ

ウザで確認できる 
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の担当者が1人でコツコツと作り上げる

時代ではない。制作スキームは紙媒体の

それに類似し、複数のスタッフが分業して

作り上げる段階に来ている。

そう考えたとき、分業に関する機能が乏

しいホームページ作成ソフトでは物足りな

くなってくる。せいぜい搭載される機能と

いえばファイル読み書きの排他くらいで、

「HTML担当」「JavaScript担当」「FLASH

担当」「画像担当」といったクリエイティブ

ごとの分業なら問題ないかもしれないが、

それ以上の利便性をこれらのソフトに望も

うとすると面倒であったり、難し過ぎたり

してくる。おそらく編集を含めた「分業」と

いう新しい制作スキームは、スタンドアロ

ンで動作するソフトの思想には沿わない

といえるのではないだろうか。

第3世代
CMSツール活用世代

DBやウェブプログラム言語をフルに活

用して動作するCMSは、これまでのウェ

ブサイト制作スキームを根底から覆すと

いうよりは、さらに上のレイヤーに存在す

るフロー（システム）をもたらすシステムと

いうことができるかもしれない。なぜなら、

図1 時代とともに進化するサイト作成／管理

これまでHTMLソースファイル単位で制

作されてきたウェブサイトが、「テンプレー

ト」や「情報コンテナ」を単位に制作され

るようになり、サイトの設計やデザインの

方法自体がまったく変わってくるからだ。

「テンプレート」とは、文章や画像が入

る前の「基本レイアウト」のようなもので、

これをデザインしてCMSに組み込めば、

別途システムに登録した「コンテンツ（文

章や画像など）やHTML」が流し込まれて

ページとして表示されるものだ。たとえば、

レイアウトが共通のページ「○○のコーナ

ー」や「最新ニュース」「新製品情報」など

は、それぞれ1つのテンプレートをデザイ

ンするだけでいい。この仕組みを導入す

れば、文章や画像を1枚1枚レイアウトす

る必要もなく、もし文章などに修正があっ

ても「コンテンツ（文章）担当者」が自分で、

管理用のウェブページから修正するだけで

完了するのである。

もう1つ重要な要素となる「情報コンテ

ナ」とは、ざっくりいえばウェブページを構

成する「枠で囲まれたコンテンツ」である。

たとえば、Amazon.co.jpの「サーチ」や

「ブラウズ」といった、機能ごとに枠で囲ま

れたコンテンツのことを指す。

これまでのHTMLベースのページデザ

インでは、ページ単位でデザインしてきた

が、情報コンテナのデザインの場合は、こ

の「小さな枠」を1つ1つデザインする作業

になる。たとえば、「メニューのリスト」「検

索窓」「お知らせ表示のエリア」「カレンダ

ー」「ログイン窓」といった具合だ。これら

は、前述したテンプレートに組み込まれ、

最終的に1つのページとして文章や画像

とともに表示されることになるので、デザ

イナーはそれを強くイメージして制作する

スキルが必要になる。

以前はたった数ページを開発するのに、

ウェブデザイナーを呼び、ライターやシス

テム技術者を集めて何日も掛けてきた。

しかしCMSをウェブサーバーにインスト

ールしてサイトの構成をテンプレートとして

作り、情報コンテナのデザインをすれば、

あとは新しいページ内容は、CMSのウェ

ブページでテキストと画像を入力してボタ

ンを押すだけ。ほんの数分で公開可能に

なる。

担当者の仕事は「おもしろいコンテンツ

の開発」に集中することになる。つまり編

集者として、ウェブサイト全体を鳥瞰しつ

つ、必要なコンテンツ（文章や画像、そし

てプログラムなど）の配置について考えを

絞るのが仕事になるのだ。
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初めに紹介するZopeは、Python（「パ

イソン」と呼ぶ）プログラム言語で書かれ

たCMSである。対応するOSがLinuxや

ウィンドウズ、Solaris、Mac OS Xと幅広

いだけでなく、オープンソース＆フリーの

ソフトウェアとしてZopeのホームペー

ジ で配布されているだけに、個人か

ら企業まで実に幅広いユーザーが世界中

にいる。日本では「Zo p e ユーザー

会」 が積極的な活動をしていて、イ

ンストールや初期設定などの日本語ドキュ

メントや、管理画面の日本語化の方法など

も参考にできる。

Zopeは、CMSの中でも、より高度なウ

ェブアプリケーションを開発できる非常に

強力なサーバープログラムだ。普通のウ

ェブサイト作り向けというより、ちょっと凝

ったシステムを作りたいというニーズに合

っている。ZOPE自身がウェブサーバーの

機能を持ち、C言語のライブラリーも呼び

出せるPythonを使って、独自のウェブサ

イトの仕組みやサービスを開発することも

できるが、プログラミングに習熟している

必要があり、少々ハードルが高い。しかし

「ZClassProduct」というウェブアプリケー

ションは、Zopeの管理画面から比較的簡

単に作れるので安心してほしい。

Zopeのインストールは非常に簡単だ。

現在バージョン2.5.1となるバイナリーパ

ッケージにはPython言語も含まれており、

手順どおりにインストール作業を行えばも

のの数分で完了する（実際、著者のRed

Hat Linux 8.0にインストールしてみたが、

ダウンロードからインストール、起動まで5

分もかからなかった）。Zopeの管理画面

「ZMI」（Zope Management Interface）に

アクセスすると、さまざまなコンポーネント

が並ぶのが見える（図2）。運用ユーザー

管理からウェブサイトの開発まですべての

作業はここでできる。図2では英語になっ

ているが、日本語化のパッチも公開されて

いるので安心してほしい。
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図2 Zopeの管理画面例

扱うのは難しいがその分高機能

ZOPE

プリケーションサーバーのように、あらゆる情報コンポーネント

を開発できるZOPEやXoopsと、Blog運用ツールとして人気

のMovableTypeの導入について解説していく。どれも数十分

の作業でインストールが完了するので是非試してみよう。

CMSの魅力は、ウェブ制作／運用フローが改善されることが主

である。しかし、実際に導入してみないとわからない面が多い。

しかしながら「ウェブで動作するプログラムの導入はいろいろと

難しい面がある」と思う人も多いだろう。安心してほしい、CMS

の導入作業は、決して難しいものではない。ここでは、ウェブア

図3 Zopeで作られたサイト例

図4 Zopeでできること

http://zope.jp/

http://www.zope.org/

今すぐ使えるCMSツール［新世代サイト作成/運用］
ウェブサイト
イントラネット
ホームページ

ウェブサーバーやデータベースサーバーの機能、コンポーネントの開発/管理機能、コ
ンテンツ管理機能などがの機能をもったコンポーネントと、それを作成/利用するフレー
ムワークを提供する、総合的オープンソースのウェブアプリケーションサーバー

さまざまな機能を、「プロダクト」と呼ばれるコンポーネントとしてプラグイン的にZopeにインストール
して使うことができる。プロダクトには、プログラミングにはさほど詳しくない人でもZopeの機能を使
って比較的かんたんに作ることが可能なZClassProductや、Pythonスクリプトにって自由にプログ
ラミングして作るPython Productなどの種類がある。Zopeを使ってこのプロダクトを管理すること
で、大規模で複雑な機能を持ったサイトから、さほど複雑でないサイトまで対応することができる

デザインとコンテンツを分離したコンテンツ管理やブラウザーを使ったコンテンツの更新はもちろん、
全体のデザイン変更、時系列に従ったデータの表示など、コンテンツ管理機能は充実している

ウェブサーバー機能を内蔵しているので、ApacheやIISなどを使わなくてもZOPEだけでウェブサー
バーになれる。ウェブサーバーはSSLやバーチャルドメインなどの機能も持つ（もちろん外部のウェ
ブサーバーを使うこともできる）

簡易データベースサーバーの機能を内蔵しているので、PostgreSQLやMySQLなどを使わなくても
ZOPEだけでデータベース処理ができる（もちろん外部のデータベースサーバーを使うこともできる）

スクリプト開発

コンテンツ管理

内蔵ウェブサーバー

内蔵データベースサーバー

企業サイトにZOPEを使うケースも増えている。
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コミュニティサイトのような、複数の人が協力してサイトを作り、運営し、互いに情報を
交換するサイトに適したCMSツール

コミュニティ機能
掲示板による意見や情報のやりとり、複数の人が記事を投稿できるニュース、ユーザーの意見をま
とめる投票など、一方的な情報発信だけではない、双方向的な性質を持ったサイトを構築する機能
に加え、ユーザー間でプライベートメッセージをやりとりする機能までがモジュール形式で豊富に用
意されている

ユーザー管理
複数の人による運営に必須の、各種ユーザー管理の機能が用意されている。また、ユーザーごとの
ページの「パーソナライズ」機能も用意されている

コンテンツ管理
デザインとコンテンツを分離したコンテンツ管理やブラウザーを使ったコンテンツの更新はもちろん、
全体のデザイン変更なども自由。コミュニティ機能の各モジュールは、Xoopsのモジュール管理シ
ステムから管理できる

画面設計
どのモジュールの内容をページのどの場所に置くかなどを、ブラウザーから「ブロック」単位で簡単に
配置し、設定することができる
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Xoopsと は 「 eXtensible Object

Oriented Portal System」の略語で、単

純に直訳にすると「拡張可能なオブジェク

ト指向ポータルシステム」となる。実際の

ところはコミュニティーに特化したCMSと

いったもので、不特定多数のユーザーが

参加してコミュニケーションを取ったり、各

種コンテンツを手軽に運用管理できたり

するのが売りになっている。

とはいえ言葉だけでは説明し尽くせな

いので、実際にXoopsで作られたウェブ

サイトを見てほしい。Xoopsの公式日本語

サイト 自体がXoopsで作られている

ので、このサイトをひととおり眺めてみれ

ば、どんなことができるのかがわかるだろ

う（図6）。ページを開いてみればタイトル

ロゴがあり、メニューがあり、「ヘッドライ

ン」「投票」「ニュース」「リンク集」などが

あり、いわゆるポータルサイト風の情報コ

ンテナが並んでいるのがわかるだろう。ウ

ェブマガジンのような記事もあるし、他の

ユーザーとディスカッションもできる掲示

板、ユーザーの意見を集める投票箱など

もある。これらすべてがほぼ標準状態の

Xoopsで設定して運用管理できるのであ

る（図5）。さらに自分でカスタマイズする

ことで、より便利で高度なウェブサイトの

制作／運用スキームを実現できるものな

のである。ざっと整理してみれば、

・コンテンツ管理機能

・デザイン管理機能

・コミュニティー（掲示板、投票）機能

・ユーザー管理機能

・リンク機能

・追加機能作成

がある。これだけ揃っていれば、一般的な

情報配信のホームページには十分だろう。

前のページで述べたZopeは、CMSの

「アプリケーション」部分が得意だったの

に対し、Xoopsは純粋に「コンテンツマネ

ージメント」の部分で省力化できるように

なっている。Zopeとライセンスの形態こ

そ異なるものの、Xoopsの利用も無料だ。

Xoopsはオープンソースライセンスである

GPL（GNU一般公有使用許諾書）に基づ

いて開発されている。要するにフリーソフ

トである。

また、特筆すべきは、Xoopsの主な開

発メンバーが日本人であることだ。ほとん

どのCMSシステムは海外製で、日本語化

がされていなかったり、日本語ドキュメント

がなかったりするなどの問題が多いが、

Xoopsならその心配はない。

唯一の問題点は、動作環境にある。

PerlやPythonといった言語だけで動作す

るのではなく、データベース「MySQL」と

連動し、それを必須としているところだ。

MySQLをインストールしていないサーバー

ではXoopsは使えないので、環境そのも

のを移行したり調整したりする必要があ

る。しかし、MySQLを使えるレンタルサー

バーも増えてきていて、さらにXoopsがイ

ンストール済みのMyWebJapan の

ようなものも出てきている。DBを利用す

るだけのことはあって、膨大な情報や何百

人というユーザー管理をしても、速度が低

下することはない。

グループコミュニケーションサイトなら

Xoops

図5 Xoopsの管理画面例

図6 Xoopsで作られたサイト例

図7 Xoopsでできること

http://jp.xoops.org/
http://www.myweb.ne.jp/
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主に、Blogと呼ばれる、ニュース形式で情報を発信するサイトに適したCMSツール。
同種のBlogサイト間の参照や参照元追跡、Blog情報のインポート/エクスポート、サイ
ト内情報検索、記事に対するコメント投稿などの機能も持つ

コンテンツ管理
デザインとコンテンツを分離したコンテンツ管理やブラウザーを使ったコンテンツの更新はもちろん、
全体のデザイン変更なども自由。Blog的な、投稿記事のジャンル分け、メインストーリーとは別のサ
ブストーリーや要約情報の追加などの機能を持たせながらも、コンテンツのすばやい更新ができる。
さらに、XML-RPC APIを使ったBlog情報のやりとりや、情報のアーカイブ化などもサポートする

スキンデザイン
サイトを表示する際のデザインは、テンプレートとスタイルシートに分けて設定できる。テンプレート
/スタイルシートは組み込みのデザインが何種類も用意されている。もちろんカスタマイズも可能。テ
ンプレートタグと普通のHTMLタグを組み合わせたテンプレートのカスタマイズや、CSSを使ったス
タイルシートのカスタマイズも、ブラウザーからかんたんに設定できる

ユーザー管理
複数の筆者による情報投稿にも対応し、役割ベースで各ユーザーに投稿や管理に関する権限を設
定できる
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MovableTypeが、前者2つのCMSと大

きく違う点は、「Blog」（WebLogの派生語）

という言葉で定義されているところにあ

る。2001年9月11日のニューヨークで起

きた事件を伝えようとする人々がBlogの

システムを使って情報を配信したことで、

Blogによるオンラインジャーナリズムの威

力を世界に見せつけた。それを発端に、

このBlogによる即時性が人々の心をつか

み、米国を中心に世界中で大ブレイクし

ているのだ。何がどう違うのかというと、

特に大きな機能的な違いはないのだが、

「何かを伝えたい時」、MovableTypeの管

理ページにログインしてタイトルと記事を

書き込んで「パブリッシュ」（発行）すれば、

それはそのままウェブサイトのトップページ

になる。とても迅速にウェブページを作成

して公開することができるのだ。

Blogというと、その歴史から（もともと

WebLog＝ウェブの日記というのが語源）

一般的に「日記システム」といわれること

もあるが、それらとは明白に住み分けされ、

どちらかというとウェブマガジン発行シス

テムとして利用されているケースが多い。

Xoops同様にユーザー管理機能が充実し

ているので、複数のユーザーを登録して、

関心のある情報を投稿し合い、最終的に

はウェブページとして公開する「編集シス

テム」として利用することも可能だ。オプ

ション設定をONにすれば、読者はそれに

対してフィードバックを書き込むといったこ

ともできる。また、ポストした内容をメール

で告知することもできるので、たとえば社

内向けに、社員を参加させた情報共有、

ディスカッションシステムとしても十分活用

できる。「コミュニティー＆コンテンツ配信

システム」という名にふさわしい、機能も

多すぎず実用的なCMSといえるだろう。

MovableTypeは、Perl（必要なバージ

ョンなどについては139ページ参照）がウ

ェブサーバーにインストールされていれば、

大きな手間なくインストールをすますこと

ができる。Perlはほとんどのウェブサーバ

ーマシンで動作するので、バージョンさえ

要件（表を参照）を満たせばMovableType

は動作可能になる。

日本語に関してはMovableTypeのホー

ムページ（英語） から日本語モジュー

ルをダウンロードすることで管理画面の日

本語化が可能になる（図8）。コンテンツ

（記事や書き込み）は特にシステム内部で

処理をするわけではないので、日本語が化

けることはない。しかしながらデフォルトで

定義されている書き出し文字コードが1バ

イト文字になっているので、その部分だけ

Shift-JISなどに変更する必要がある。こ

のように日本語化を含めて少々手順が困

難なので、本誌2月号の「Blogを完全攻略

する」などを参考にしながら作業を進める

のがいいだろう。

インストールさえ済んでしまえば、コンテ

ンツの制作や運用は非常に楽だ。Blogシ

ステムの場合、特にレイアウトやデザイン

を気にしなくても、「カレンダー」＆「記事」

という定番ともいえる型があるので見ばえ

もいい（図9）。カスタマイズしたければ

「テンプレート」と呼ばれるXHTMLで記述

された基本レイアウトファイルを編集すれ

ばよい。その気があれば、かなり大胆なデ

ザインも自由にできる。

ニュースサイトにピッタリ

MovableType

図8 Movable Typeの管理画面例

図9 Movable Typeで作られたサイト例

図10 Movable Typeでできること

http://www.movabletype.org/
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今回紹介したCMSツールは、アプリケ

ーション開発寄りのZopeから、コミュニテ

ィー機能が充実したCMSのXoops、記事

投稿に特化した B l o g システムの

MovableTypeまで幅広く紹介した。ニー

ズによって導入するツールを選んでもらえ

ればと思う。なかなか実感がつかめない

人は、是非実際に、今回紹介したCMSツ

ールを試してみてほしい。その雰囲気を感

じてもらえるはずだ。

どのCMSツールも、ウェブサイト運用の

現場に「即時性」という大きな要素をもた

らすだけでなく、制作／運用フローそのも

のに大きな変化を与えるといえるだろう。

ウェブプロデューサーは、「技術」から「ク

リエイティブの現場」までを鳥瞰してコーデ

ィネートするプロデューサーとしての本質

を問われるし、これまで雑用に追われるこ

との多かったデザイナーは、とことんまで

デザイン作業に詰めることができるように

なる。CMSが普及すれば、誰でも「作る

気」さえあればコンテンツを毎日配信でき

ようになるのである。おもしろければメガ

サイトよりも多くアクセスを稼ぐことも可能

になるわけで、結局そこで「良質のコンテ

ンツ」を開発する真の手腕が問われるよ

うになる。つまり技術に凝っただけのウェ

ブサイトや、紙の出版物と同じワークフロ

ーで作ったサイトは淘汰される運命にあ

り、ウェブの特性を生かした「技術」「即時

性」「コンテンツ」という3本の柱がバラン

スよく整ったサイトだけが生き残ると考え

られる。CMSによってウェブサイトの制

作／運用スキームに大きな世代交代が起

きるのは必至なのだ。今からでも遅くはな

い、CMSを導入して、第3世代の到来に

対処しておこうじゃないか。

さて、次回からは、CMSツールとして一

番バランスがよく、導入／運用共に楽な

「Xoops」を使って、実際にCMSを使った

ウェブサイトの構築を丁寧に紹介する予定

なので期待してほしい。

筆者プロフィール

増田"maskin"真樹

フリージャーナリスト兼情報デザインプロデューサー。

写真家Rick Smolanのインターネット金字塔的イベント

「24hours in Cyberspace」に数少ない日本人被写体として参

加後、1999年、米国シリコンバレーにてベンチャー企業の立ち

上げに参加する。

帰国後もネットエイジ や関心空間などで新規事業の立ち

上げに従事する。現在、関心空間ポータル のウェブマス

ターおよび「オンライン・コミュニティ・デザイン・ニュース」

の編集長を兼任。

http://www.netage.co.jp/
http://www.kanshin.jp/
http://www.kanshin.jp/portal/ocdn/

今回紹介したCMSツールの比較表
ZOPE Xoops MovableType

インストールサイズ 25Mバイト程度 最低2Mバイト、推奨25Mバイト以上

金銭的コスト 無償（GPLに従って配布されている） 個人的な使用/非商用目的の使用のみ無償

Apache推奨 Apache

データベースサーバー 各種RDBMS対応（必須ではない） MySQL3.23xx必須 MySQL、BerkeleyDB対応（必須ではない）

言語 Python PHP 4.0.3以降（4.1.1以降を推奨） Perl 5.004_04以上

何の言語で作られているか Python PHP Perl

インストール難易度* 3 5 2

サイト開発難易度* 9 3 2

管理ツールの日本語化難易度* 4 1 6

コンテンツの日本語化難易度* 7 1 6

その他CMS的機能

サーバー環境別お薦め

8.7Mバイト（すべてインストールの場合）6.5Mバイト
（日本語/英語以外の言語ファイルを削除の場合）

無償（オープンソース、GPL相当のZope Public
Licenseに従って配布されている）

さまざまな機能を「プロダクト」として追加して
利用できる。C言語ライブラリ使用可能

自分のサーバーでの使用をお薦め
自分のサーバーがお薦めだが、MySQLがインストー
ルされていればレンタルサーバーでも可能

レンタルサーバーでも自分のサーバーでも
お薦め

手軽に追加できるコンポーネントが配布されている 各種Blogサービスを利用できる

Apache
（組み込みウェブサーバーも使用可能））

*：10段階で難易度を表示。1がもっとも簡単で10がもっとも難しいことを表す

http://www.metamix.com/

必要な／利用できる他のプログラム
ウェブサーバー
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